
〔問〕

昭和 44年度 (問題)

午前の部

1. 養老保険の責任準備金を例~，次の間K答えよ o

a) 過去法Kよる算式及び将来法Kよる算式を示せo

b) 上記両式は一致することを示せ。

2. 任意のx~対し，

メ/.，メ1. +α 
x:x+再 x+t:x+t

ならば

ピド) 一三 (i)
一 一一""x:.x+n 巳....x+t:.x+t

左る ζ とを証明せよo

とζK j=(1+i) e(l_ 1  とする。

3. ある生命保険会社で，次のよう左 25年満期の生命保険を発売しようとする。被保険者{x}

の死亡K対して支払う保険金は第 1年度1.0 0 0円から毎年度 20円ずつ増加し，満期生存

保険金は 1.50 0円とする。純保険料は初年度純保険料に対し毎年1割ずつ第 6年度まで増

加し，第6年度以降は同ーとする。初年度の純保険料を求めよ。

午 後 の部

4. JZS=Jiγs在るとき，
。 -

Px' e.x' αa 

5. 次の徴分方程式を満足する yを求めよ。

y'ー (pa+s )y +1=0  
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を求めよo



〔問〕

6. い)， (y)jO..よび(z)の5生命忙対し， 3人とも生存する問は，毎年末VC1 0.0'0" 0円を，第 1

死亡後は毎年末8.000円を，第 2死亡後は毎年末 6.0 0 0円を最終生存者の死亡まで給付

する年金の現価を求めよ。
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昭和 44年度 (解答)

午前 の部

N -N 
r x+t 

M - M 
1. a)過去法: t ' x :τ1 晶 x:一九

X J:-t-1' 

2. 

x+t Dx+t 

将来法 tVx:羽 Ax+t • ττt1・- p x:司 αx+ t • 玄て司

b)過去 法=
N -N M -M 

a x-t-t x x+t 

Px:τ 
Dx+t Dx+t 

N - N  N _ ，-N  )¥'f-sJ 十 D M .~-M. +D (-x x+n. -x+..x+九可 ( x  x+7!. -x-+再 x+t ".x+品 x十九百

P .--， i 一 一一~ -f 
x ~ ni l 

Dx+t Dx+t Dx+t D.x+t 

= {Ma-M+ +D+ M -M+π+Ds+品、
D - r x:iil ax+ t : 11. -t} J一{D-AzH:口 1J

」1:'+叫 X-f・11. ・・ ;r x+n x+n 

x+ t -x+t 

A P .-' n. 将来法x+t:τ±司 x:τ1αx+t:ττ司

j1.r・y = P x  +ノAY であるから

メtz+メts+再 = 2Px+t +α 

d 
即ち，一一一 log.Q一一一log.Q~. w =ー 2一一log.Q_. ~ +α 

d ♂ x dx x+九 dX x+t 

従って，

故VC，

rI _f2. f2 
元同(--X

2
/了)=ー α

人・丸刊=£;+t-e-as+F

-・ (i)
α.x;.x+π 

ー τνtx+ν.f2.x+九 +ν二..v 
v=ots ・f2.x+叫
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Cv=C1+i)-1) 



3. 

e-a(叫 ν)+β" 2 
'p 11 ~X+t+ ν 

"" v 一一ァτ一一
ν=0 V. 

~X+t 

e-αx+/I 

∞ --sj4-
= Z uv. e-ーニFと

ν=0 V. 
.....x+t 

しかる~'(， ( 1 + i )ー1.e-a=(1+j)-1 であるから

-・ (i)
αx:x+n 

-・(j)
ーー αx+t:x+t 

初年度の純保険料を Pで表わせば，

保険金の期望現価=去{1.000 (M凡 川+20凡 1一九+25ー 24Mx+25) 

+ 1. 50 0 D x+ 25 } 

保険料の期望現価=手 fN _ + O. 1 ( S _ ， . - s _ ， I ) - 1. 5 N _. M 1 n x --.， -x+1 -x+6 / ，.~ .'x+25 J 

よって

p = 1.000(M:c-Mx+2S)+20 (Rx+1- Rx+2S)-480 MX+25 +1.500 DX+2S -
N + 0.1 ( S .. - S .. ) - 1.5 N x 、 x+市 X-1' 0 - X + /.'l 

午 後の部

4. μ =一一一
' x  Q 

dJt d 
一二三=-で・一一件γ勺=---て・ IerX.1ogγ=-logγ 
dx 1tγ山 dx ゐァー

え=手faJ+tdt=-17fーが+tdt=/んt
』S3 0 4ちア o 

log r Px 
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γ 、∞

logr ' 
(γ く 1) 



( vくし γく 1) 
U γ 、∞

log vγ/。化 tdt=zlJJha+tdt 
部 γO九=去f

o+メlz】ogv + log γ 

の一般解は

-f~ p(x)d.x l' x L p(x)cl宮

y=e 凶 tC-J Q仕)e也 d.'X 

y' + p (x) y + Q (x) = 0 一階常微分方程式5. 

で表わされるo

一(P.:r:+ o) p(劫

Q(x} 

を代入すれば

x ~~ d B咽-

~~(μx+ð)dx ~ (すTlogOt+d) dt log手!l-d(xo-.:r:)
e -0 e -1) = e 必

ム Xn-:X:

=ず xv 

よって，
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6. との年金の現価は次のと争bと左る。

1 0.000αxyz +8.000 (α.'t"1 yz +αy 1 zx +αz/xy)+ωoo(α巧Iz+α戸Ix+α五 Iy)
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ことK

αx/yz αyz一α

ー:-=1..=α 一α 一α+αIY -Y -xy -yz 


